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火成活動と地震 
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沈み込み帯の火成活動�
ー安山岩／玄武岩と花崗岩ー 
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-t~k{IňŊţŞ� (1)流紋岩 �

(2) 安山岩（中性岩） � (3)玄武岩（塩基性岩） �

(4)花崗岩（酸性岩） �

(2)沈み込み帯の火成岩 
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510x210km2=1.1x1011 m2 
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 =4.7x1022 Nm 
Mw=(log (1.0x1023)��9.2)/1.5 
        =8.98 
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ĥĊşĝ�
(1)日本では、前
兆現象を地震前
に“明確に”捉え
た例はない。地
震後に前兆現象
だったかもとい
う主張は多い。 
(2)1970年代後
半～80年代.も
てはやされたも
の(左図).①その
後、常に起る訳
でもない.②理論
や実験的裏付け
無し. 

ĥĊşĝ�
(1)現在、最有力なのはプレス
リップ。実験的にも、理論的
にも地震前にアスペリティの
一部でゆっくりと滑り始めが
起きることが示されている. 
(2)しかし、これまでの地震で
プレスリップが観察された例
はない。 
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